
さとやまさとやま
特定非営利活動法人うしく里山の会 広報誌 No.133

　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 の森林維持管理作業を行

う 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間伐、 風倒木の処理等

を行っています。 活動には会員 ・ 一般問わず参加出来ます。 皆様のご参加お待ちしています。

結束町みどりの保全区

「エコアップ」 作戦参加者募集のお知らせ

■活動日時 ： 　2 月 5 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　21 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  　3 月 4 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　20 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  　4 月 1 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　17 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

■集合場所　牛久自然観察の森ネイチャーセンター１階倉庫前　

■予約　不要／荒天時は中止

■持ち物　　長靴　軍手　長袖　長ズボン　※刈払機 ・ チェーンソー使用は資格所有者のみ

■問い合わせ先　０２９-８７４-６６００ （担当木谷）

1. 表紙（ギシギシ）
2.3.4 平成27 年度事業報告（牛久市協働樹木リサーチ）
4.5 つくばスローマーケットに参加して（クラフトプロジェクト）　　
6.7 機具修理について ～後編～　（雑木林応援隊）
8. 春に向けて（牛久自然観察の森指定管理者）
9. 身近な樹木No36 ヒノキ（牛久市恊働樹木リサーチ）
10.11.12.13 小野川水運の検証
　　　　　～結束の瓦のルーツを探って～（寄稿：結束の今昔）
13.14.15 あれから５年（コラム）
16. 裏表紙（エコアップ参加者募集のお知らせ）　
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■発行　特定非営利活動法人うしく里山の会
■事務局　牛久自然観察の森内
　〒30 0 ‒ 1 2 1 2　茨城県牛久市結束町 48 9 - 1
■編集　木谷昌史
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牛
久
市
恊
働
樹
木
リ
サ
ー
チ
事
業

平
成
27
年
度
事
業
報
告

平
成
27
年
度
は
、
①
牛
久
市
建
設
部
都
市
計
画
課
所
管
の
上
池
親
水
公
園
の
植

物
調
査
、
②
植
物
の
研
修
見
学
、
③
樹
木
管
理
、
④
『
牛
久
の
巨
樹
』
掲
載
樹
種

の

〈
広
報
う
し
く
〉
紙
上
で
の
紹
介
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
①
の
結
果
の
概
要

を
報
告
す
る
。

　

こ
の
公
園
は
日
本
技
術
開
発
（
株
）
・

長
大
の
設
計
、
サ
ク
ラ
工
業

（株
）
他

六
社
の
施
工
に
よ
っ
て
、
牛
久
高
等
学

校
北
側
の
低
地
の
約
2
ha
の
場
所
に

平
成
4
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

写
真
１
の
よ
う
に
東
西
に
細
長
く
、

①
東
側
の
中
央
入
口
か
ら
中
ほ
ど
ま

で
が
湿
生
植
物
園
で
散
策
デ
ッ
キ
が
あ

る
中
核
的
場
所
、
②
中
央
部
に
は
芝

生
の
休
憩
広
場
、
③
西
側
に
は
浄
化
調

整
池
な
ど
三
つ
の
池
、
④
公
園
周
囲
は

散
策
路
で
東
西
の
端
と
池
の
間
は
草
地
、

⑤
南
側
は
休
憩
広
場
ま
で
が
林
地
、

⑥
湿
生
植
物
園
に
沿
っ
て
間
歇
的
ポ
ン

プ
揚
水
の
清
流
が
流
れ
る
小
川
が
あ
る
。

そ
し
て
、
造
成
の
際
に
多
数
の
高
中

2

低
木
や
芝
が
植
栽
さ
れ
、
各
種
の

管
理

・
遊
戯
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。

一
．
樹
木
の
調
査
結
果

　

3
～
4
名
で
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

4
月
18
日

（
土
）
か
ら
5
回
、
延
べ

76
人
で
、
林
地
と
休
憩
広
場
、
公
園

周
囲
の
樹
木
を
調
査
し
た
。
直
立
性

の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
樹
種
名
・
地
表

1.3
m
の
幹
周
と
目
印
木
の
樹
高
、
灌

木
状
樹
木
は
樹
種
名

・
地
際
か
ら
の

分
岐
数
・
高
さ
約
0.5
m
部
位
の
最
太

分
岐
の
幹
周
、
公
園
周
囲
の
剪
定
低

木
は
樹
種
名
・
植
栽
幅
と
距
離
を
測

定
し
た
。

樹
木
の
種
類
・
本
数
等

　

調
査
樹
木
の
総
本
数
は
328
本
、
調
査

樹
木
数
は
58
種
で
、
ハコ
ネ
ウ
ツ
ギ
16
%
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
10
%
の
他
、
植
栽
庭
木

が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た

（
図
1
）
。

　

生
活
型
別
に
み
る
と
、
落
葉
樹
が

圧
倒
的
に
多
く
、
全
58
種
の
74
%
に

達
し
、
う
ち
高
木
が
20
種
、
低
木
が

15
種
、
小
高
木
が
8
種
を
占
め
た
。

そ
の
他
、
常
緑
樹
が
13
種
、
針
葉
樹

は
２
種
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
由
来

別
で
は
、
市
内
自
生
種
が
多
数
の
33
、

海
外
導
入
種
12
、
国
内
移
入
種
13

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
北
米
南
東
部

原
産
の
紹
沢
木
の
ヌ
マ
ス
ギ
と
伊
豆

半
島
以
西
産
の
マ
ン
サ
ク
科
の
イ
ス
ノ

キ
が
牛
久
で
は
珍
し
い
導
入
種
で
、
前

者
は
小
川
沿
い
に
異
様
な
光
景
の
呼

吸
根
を
出
し
、
後
者
は
ア
ブ
ラ
ム
シ

に
よ
る
多
数
の
虫
こ
ぶ
を
つ
け
て
い
た
。

　

直
立
性
樹
木
に
つ
い
て
幹
周
別
に
み

る
と
、
幹
周
1
m
以
下
が
66
%
を
占

め
、
1
m
以
上
の
樹
木
は
全
体
の
三

分
の
一
に
と
ど
ま
り
、
う
ち
2
m
以

上
の
樹
木
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
6
本
と
ム

ク
ノ
キ
1
本
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

目
印
木
の
樹
高

　

休
憩
広
場
沿
い
の
ヌ
マ
ス
ギ
が
最
も

高
く
、
21
m
、
そ
の
他
カ
ツ
ラ
・
シ

ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
・
ハ
ン
ノ
キ
は
20
m
内
外
、

樹
高
の
高
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
15
～
17
m

で
あ
っ
た
。

剪
定
低
木

公
園
の
周
囲
に
は
ア
ジ
サ
イ
類
・
ア
ベ

リ
ア
・
サ
ツ
キ
類
・
ニ
シ
キ
ギ
・
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
が
1
～
2
m
幅
で
、
公
園
を
囲

む
よ
う
に
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
ニ
シ
キ

ギ
が
最
も
多
く
、
271
m
に
及
び
、
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ
が
199
m
で
あ
っ
た
。

二
．
野
草
の
調
査
結
果

　

４
～
11
月
に
か
け
て
月
1
～
3
回
公

園
内
に
自
生
す
る
草
本
植
物
を
目
視

に
よ
り
、
種
類
と
発
生
量
の
多
少
を

観
察
調
査
し
た
。
季
節
や
場
所
に
よ

り
、
大
き
く
異
な
り
、
延
べ
241
種
に

達
し
た
。
こ
れ
ら
を
①
花
壇

・
低
木

の
植
込
み
・
芝
生
草
地
、
②
湿
生
植

物
園
・
小
川
・
池
、
③
林
床
・
林
縁
・

池
畔
の
生
育
環
境
別
に
分
け
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

（
表
）

①
花
壇
他

　

発
生
草
種
が
最
も
多
く
、
延
べ
145

種
に
達
し
、
チ
ガ
ヤ
や
メ
ヒ
シ
バ
が
多

く
を
占
め
て
お
り
、
市
内
の
ど
こ
で
も

見
ら
れ
る
種
類
が
30
%
、
年
４
回
ほ

ど
草
刈
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
西
側

の
草
地
に
は
「
牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー

ハコネウツギ

１６%

ソメイヨシノ

１０%

ハンノキ

７%

アオキ

３%
イロハモミジ

３%
ニシキギ

３%
９本 （５種）

１４%

７〜８本 （３種）

7%

５〜６本 （３種）

１3%

３〜４本 （１４種）

１５%

１〜２本 （２２種）

９%

調査本数統合区分の樹種名

本 数

９本 （５種）

７〜８本 （３種）

５〜６本 （８種）

３〜４本 （１４種）

１〜２本 （２２種）

樹 種 名

ゴンズイ ・ シナマンサク ・ シラカシ ・ トサミズギ ・ ミズキ

８本 ： シダレヤナギ

７本 ： ソシンロウバイ ・ ハマヒサカキ

６本 ： トウネズミモチ ・ ヌマスギ ・ ヌルデ ・ ヒサカキ

５本 ： ガマズミ ・ コブシ ・ ニシキモクレン ・ ムクノキ

４本 ： イヌザクラ ・ エノキ ・ カツラ ・ トウカエデ ・ ネムノキ ・ ハクモクレン

３本 ： イスノキ ・ ウメモドキ ・ ケヤキ ・ コナラ ・ サワラ ・ サンゴジュ

　　　　マテバシイ ・ ムクゲ

２本 ： カマツカ ・ タイサンボク ・ ネズミモチ ・ マユミ ・ ヤマグワ ・ ユズリハ ・ ユリノキ　

１本 ： イヌシデ ・ エンジュ ・ クマノミズキ ・ クリ ・ コマユミ ・ サワフタギ ・ シロダモ ・ ナツグミ

　　　　ニガキ ・ ニワトコ ・ マルバヤナギ ・ ヤツデ ・ ヤマザクラ ・ ヤマボウシ ・ ヤマモモ

１植え込み ・ 花壇 ・ 芝生 ・ 草地

自生場所と主要画像

自生場所と主要画像

自生場所と主要画像

種数（％）

種数

％

種数

％

種数

％

合計

種数（％） 合計

種数（％） 合計

発 生 量

多い

チガヤ （草地）

メヒシバ （植え込みと花壇）

クサヨシ （小川）
ヒメガマ （池）
マコモ （湿地）
ヨシ （湿地）

ミゾイチゴツナギ類 （林床）

ドクダミ （林床）

普通 少ない ごく少ない

牛久市版レッドデータブック記載種

コバノカモメヅル （準絶滅危惧）

ムシクサ （情報不足）

オニスゲ （絶滅危惧Ⅱ類）

カンガレイ （準絶滅危惧）

ハンゲショウ （準絶滅危惧Ⅱ類）

2 湿生植物園の湿地と湛水溝 ・ 小川 ・ 池

3 林床 ・ 林縁 ・ 池畔

注　１） 目視による観察結果を示す。 　２） 牛久市建設部緑化推進課 （2007） ： 牛久における絶滅のおそれのある野生生物 〈植物編〉

145 2 40

27.6

18

31.6

22 52

72 31

21.4

13

22.8

31

29.0

49.6

22

38.6

48.520.6

1.4

4

7.0

2

1.9

100

57

100

100

107

1）

発 生 量
1）

多い 普通 少ない ごく少ない

多い 普通 少ない ごく少ない

発 生 量
1）

2）

牛久市版レッドデータブック記載種 2）

牛久市版レッドデータブック記載種 2）

ハッカ （準絶滅危惧）

ミコシガヤ （絶滅危惧Ⅱ類）

図 1. 上池親水公園の総樹種数 ・ 本数及び樹種名とその割合

表 . 上池親水公園の草本植物の生育環境別発生種数と発生量等

散策路周辺 15.4.18

湿生植物園 15.5.22

林内 15.8.11

写真１. 上池親水公園の案内板

58 種
328 本



5 4

タ
ブ
ッ
ク
」
の

“
準
絶
滅
危
惧
”
コ
バ

ノ
カ
モ
メ
ヅ
ル
が
数
株
生
育
し
て
お
り

注
目
さ
れ
た
。

②
湿
生
植
物
園
他

　

こ
の
公
園
特
有
の
環
境
の
主
要
場
所

で
あ
る
。
散
策
デ
ッ
キ
周
辺
に
は
ヨ
シ

と
マ
コ
モ
、
池
に
は
ヒ
メ
ガ
マ
、
小
川
に

は
ヨ
シ
が
優
占
す
る
単
純
な
群
落
で
あ
っ

た
。
発
生
草
種
は
57
種
で
少
な
か
っ

た
が
、
散
策
デ
ッ
キ
周
辺
の
湿
地
に
は

「牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
記

載
種
が
5
種
を
数
え
、
種
の
多
様
性

保
全
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
た
。
そ
れ
と
、
外
来
生
物
法
で

「特
定
外
来
種
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る

オ
オ
フ
サ
モ
が
湿
生
植
物
園
の
凹
地
や

浄
化
調
整
池
で
繁
茂
を
は
じ
め
て
お

り
、
早
期
駆
除
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
。

③
林
床
他

　

陰
性
植
物
を
中
心
に
107
種
認
め
ら
れ
、

そ
の
う
ち
ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
類
と
ド

ク
ダ
ミ
が
優
占
し
て
い
た
。

　

以
上
の
結
果
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と

め
、
牛
久
市
建
設
部
都
市
計
画
課

か
ら
発
行
し
、
市
民
へ
の
広
報
に
資

す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
編
集
作
成
担
当
者
の
羽
賀

正
雄
氏
に
よ
り
、
こ
の
内
容
を
次
号

で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
樹

木
管
理
活
動
は
本
紙
上
で
報
告
済
み

で
あ
り
、
樹
木
ガ
イ
ド
活
動
と

『
牛

久
の
巨
樹
』
連
載
の
総
括
は
次
号
以

降
で
報
告
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の

他
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
う
し
く
里
山

の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ逐
次

「活
動

報
告
」
画
像
と
し
て
掲
載
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺 

泰
）写真 2. 上池親水公園の湿生植物園の散策デッキ上での記念撮影　戸塚　15.4.18

ク
ラ
フ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

つ
く
ば
ス
ロ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
て

　

７
月
初
め
に
正
式
に
参
加
決
定
し
、

そ
の
頃
よ
り
準
備
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

先
ず
始
め
に
ど
ん
な
も
の
を
作
る
か
、

ど
ん
な
も
の
を
作
っ
た
ら
良
い
の
か
手
探

り
の
状
態
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
開
催
直

前
に
な
っ
て
の
追
い
込
み

（
手
作
り
品

・

看
板
及
び
什
器
の
製
作
そ
の
他
諸
々
）
、

な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た

（
手
作
り
品
製
作
点
数
は
合
計
１

２
点
に
及
び
ま
し
た
）
。
そ
し
て
、
外
で

の
初
め
て
の
展
示
及
び
販
売
会
へ
の
参
加

に
戸
惑
い
と
不
安
が
有
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
手
作
り
品
の
完
売

（
１
０
点
）
の
連
続
と
子
供
達
の
元
気
な

様
子
に
触
れ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
苦

労
が
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
活
動
で
は
、
子
供
達
に
物
づ

く
り
を
勧
め
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
設
け
、
動
物
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
が
人

気
で
１
日
目
で
完
売

（
木
の
輪
切
り
し

た
も
の
）
し
、
急
遽
補
充
し
２
日
目
に

間
に
合
わ
せ
、
こ
れ
も
完
売
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
販
売
し
て

い
て
感
動
す
る
場
面
と
し
て
次
の
こ
と
を

付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
し
た
母
親
が
展
示
し
て
い
る

お
も
ち
ゃ
の
自
動
車
を
見
て
い
た
が
、

丁
度
赤
ち
ゃ
ん
の
目
の
前
に
モ
ビ
ー
ル
が

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
モ
ビ
ー
ル
が

風
に
揺
れ
て
動
い
て
い
る
の
を
赤
ち
ゃ
ん

が
し
き
り
に
目
で
追
っ
て
い
る
様
を
母
親

が
気
が
つ
い
て
、
し
か
も
赤
ち
ゃ
ん
が
喜

ん
で
い
る
。
こ
の
様
子
を
見
て
す
ぐ
に
購

入
さ
れ
ま
し
た
。
母
親
の
愛
情
を
感
じ

た
一
場
面
で
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
時
の
子
供
達
の
物
作
り
に
対
す
る
自

由
奔
放
な
発
想
力
に
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
こ
れ
を
切
っ
掛
け
に
、
将
来
の
物

作
り
に
対
し
て
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
２
日
間
を
通
し
て
ク
ラ
フ
ト
全

員
の
完
売
品
が
出
た
こ
と
は
う
れ
し
い
か

ぎ
り
で
す
。
売
れ
た
理
由
と
し
て
は
主

に
は
①
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
が
子
供
に
人
気

で
集
客
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
と
②

作
品
が
他
と
比
較
的
し
て
安
価
で
競
合

す
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
点
等
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
他
の
プ
ロ
の

方
の
作
品
を
見
ま
し
た
が
、
出
来
栄
え

は
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
今
後
も
切
磋
琢
磨
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
す
。
反
省
点

と
し
て
は
、
売
れ
筋
商
品
が
あ
る
の
は

良
い
が
後
が
続
か
ず
２
日
目
の
売
上
が

落
ち
て
い
る

（
価
格
及
び
適
正
数
量
の

見
直
し
）
。
そ
し
て
販
売
の
表
示
方
法
な

ど
工
夫
す
る
必
要
あ
る
と
感
じ
ま
し
た

（
具
体
的
に
は
セ
ッ
ト
価
格
な
の
に
単
品

売
り
と
勘
違
い
し
て
い
る
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
本
体
部
分
の
み
で
飾
り
な
し
と

思
っ
て
い
る
。
）

　

今
回
の
参
加
で
、
子
供
達
の
も
の
づ
く

り
に
対
す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
大
切
さ
を
新
た
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
い
ろ

い
ろ
な
形
で
場
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
（
千
葉
幟
）

　

「
つ
く
ば
ス
ロ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
は
、
毎
年
１
０
月
頃
に
開
催
し
て
い
て
、
今
回
で
９

回
目
に
な
り
ま
す
。
開
催
場
所
は
つ
く
ば
市
の
西
武
百
貨
店
前

（ク
レ
オ
広
場
周
辺
）

で
約
６
万
人
が
入
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
森
の
ク
ラ
フ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
４
人
）

及
び
運
営
委
員

（
３
人
）
が
初
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
条
件
と
し
て
主
に
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
基
本
理
念
に
そ
っ
た
作
品
つ
く
り
を
さ
れ
て
い
て
、
趣
旨
に
賛
同
し
ス
ロ
ー
な
ス
タ
イ

ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
。
そ
し
て
、
こ
だ
わ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
販
売
で
き
る
こ

と
等
が
あ
り
ま
す
。
以
下
、
参
加
の
報
告
内
容
で
す
。

出展ブースの様子
ストラップを作る親子
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雑
木
林
応
援
隊

機
具
修
理
に
つ
い
て
（
後
編
）

　

今
回
は
、
後
編
と
し
て
少
し
大
き
め
な
機
具
（
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
の
修
理
と
保
全
に
関
し
て
記
載

し
ま
す
。

《
機
具
の
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
い
要
因
》

　

燃
料
コ
ッ
ク
の
近
辺
で
燃
料
が
漏

れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
機
具
は
、
自
然
流
下
方
式
（
タ
ン

ク
か
ら
自
然
に
燃
料
が
流
れ
る
）
の

為
に
、
保
管
時
は
、
燃
料
を
止
め
て

自
然
流
下
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
刈
払
機
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
、

エ
ン
ジ
ン
の
回
転
運
動
で
プ
ラ
イ
マ

リ
ポ
ン
プ
を
動
か
し
て
燃
料
を
供
給

す
る
タ
イ
プ
な
の
で
燃
料
コ
ッ
ク
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る

体
勢
で
も
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
な
い

様
に
燃
料
を
供
給
す
る
ポ
ン
プ
が
あ

る
か
ら
で
す
。

①
燃
料
コ
ッ
ク
に
供
給
す
る
燃
料
ホ
ー

ス
が
劣
化
し
て
、
繋
ぎ
目
か
ら
燃
料

が
漏
れ
る
。

②
燃
料
コ
ッ
ク
の
ス
ト
レ
ー
ナ

キ
ャ
ッ
プ
が
割
れ
て
そ
こ
か
ら
燃
料

が
漏
れ
る
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
キ
ャ
ッ
プ
に
汚
れ
が

溜
ま
り
燃
料
が
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
側
に

流
れ
な
い
。

④
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
に
ゴ
ミ
が
詰
ま

る
。

⑤
最
近
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
エ
ン
ジ
ン

《
対
策
方
法
》

①
ガ
ソ
リ
ン
系
の
給
油
ホ
ー
ス
に

交
換
す
る
。
サ
イ
ズ
は
、
内
径
３

ｍ
ｍ
～
７
ｍ
ｍ
が
一
般
的
で
、
ホ
ー

ス
の
種
類
に
は
、
耐
圧
タ
イ
プ
の

ナ
イ
ロ
ン
メ
ッ
シ
ュ
と
ゴ
ム
ホ
ー

ス
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
、
交
換
時

は
、
同
じ
タ
イ
プ
を
使
用
す
る
。

（
エ
ン
ジ
ン
の
周
辺
に
沿
っ
て
配

置
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
の
で
、

耐
圧
と
熱
に
強
い
ナ
イ
ロ
ン
メ
ッ

シ
ュ
が
多
い
）

②
ス
ト
レ
ー
ナ
キ
ャ
ッ
プ
の
割
れ

や
ヒ
ビ
が
入
っ
た
場
合
は
、
新
品

に
交
換
す
る
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
内

部
が
見
え
る
の
で
汚
れ
が
あ
る
場

合
、
外
し
て
灯
油
等
を
使
っ
て
洗

浄
す
る
。

　

今
回
、
暫
定
対
策
の
修
理
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

農
機
具
の
修
理
部
品
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
、
理
由
は
メ
ー
カ
ー
が
卸

す
の
は
、
農
機
具
の
販
売
店
の
み
に
制
限
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た

機
械
の
み
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
て
修
理
依
頼
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
の
為
、
類
似
品
を
購
入

す
る
か
、
自
作
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。
ス
ト
レ
ー

ナ
キ
ャ
ッ
プ
の
割
れ
は
、
吸
着
盤
を
ス
ト
レ
ー
ナ

キ
ュ
ッ
プ
の
外
形
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
切
り
、
燃

料
コ
ッ
ク
本
体
の
中
間
に
入
れ
る
事
で
、
ス
ト

レ
ー
ナ
キ
ャ
ッ
プ
に
燃
料
が
流
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
が
、
吸
着
盤
が
数
ヶ
月
で
硬
く
な
り
少
し

油
漏
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
別
の
方
法
を
試
行
錯

誤
し
て
、
最
終
的
に
、
不
要
な
石
油
の
ポ
リ
タ
ン

ク
を
切
り
、
こ
れ
を
割
れ
た
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
半

田
ゴ
テ
で
溶
か
し

て
、
穴
に
埋
め
込

み
ま
し
た
。
ひ
び

割
れ
の
み
で
あ
れ

ば
、
半
田
ゴ
テ
で

温
め
て
溶
か
し
て

埋
め
る
だ
け
で
十

分
で
す
。

《
機
具
を
長
く
使
う
為
の

　
　
　
　
　
　
　
　

日
頃
の
心
が
け
》

①
作
業
で
使
っ
た
機
具
は
、
燃
料

コ
ッ
ク
を
閉
め
て
、
燃
料
切
れ
で
エ

ン
ジ
ン
が
自
然
に
停
止
す
る
事
で
、

ホ
ー
ス
の
劣
化
や
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の

詰
ま
り
防
止
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

②
燃
料
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
や
ゴ

ム
系
の
部
品
を
劣
化
さ
せ
る
の
で
、

長
期
間
使
用
し
な
い
時
は
、
こ
ま
め

に
燃
料
を
抜
き
取
り
ま
す
。

③
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
、
使
用
頻
度

が
少
な
く
て
も
最
低
で
２
年
に
一
度

は
交
換
す
る
事
を
薦
め
ま
す
。
汚
れ

が
な
く
て
も
、
自
然
に
劣
化
す
れ
ば

オ
イ
ル
の
機
能
を
し
な
く
な
り
ま

す
。

④
機
具
の
保
管
場
所
は
、
日
差
し
の

強
い
場
所
と
か
雨
風
が
当
た
ら
な
い

場
所
に
保
管
し
ま
す
。
雨
水
が
ワ
イ

ヤ
ー
類
に
浸
み
込
む
と
、
錆
び
つ
い

て
ワ
イ
ヤ
ー
が
滑
ら
か
に
動
か
な
く

な
り
ま
す
。

《
そ
の
他
と
し
て
便
利
グ
ッ
ズ
の
紹
介
》

ハンマーナイフ

劣化した燃料ホース割れたストレーナキャップ

半田ゴテによる修復作業

プラグ清掃ツール

アングルプレート

アングルプレート取り付け

燃料コック

オ
イ
ル
が
規
定
よ
り
少
な
く
な
る
と
、

自
動
停
止
す
る
か
オ
イ
ル
の
汚
れ
で

も
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
る
。

①
プ
ラ
グ
清
掃
ツ
ー
ル
は
、

金
切
ノ
コ
の
歯
を
写
真
の
形

状
に
ジ
グ
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で

加
工
す
れ
ば
、
プ
ラ
グ
の
内

側
に
付
着
し
た
カ
ス
を
取
り

出
せ
る
と
同
時
に
歯
の
厚
み

（
０
．
６
５
ｍ
ｍ
）
で
ギ
ャ
ッ

プ
調
整
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

②
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
目
立
て
用
ア
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ト
も
小
型

モ
ー
タ
ー
の
磁
石
と
廃
材
板
を
組
み
合
わ
せ
て
簡
単
に
安

価
に
製
作
可
能
で
す
、
必
要
な
方
は
是
非
ト
ラ
イ
し
て
み

て
下
さ
い
。

 

　
　
　

 

　

　

皆
様
お
困
り
事
が
有
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
相
談
し

て
下
さ
い
。
（
片
山　

正
）
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身
近
な
樹
木

　

ヒ
ノ
キ
科
ヒ
ノ
キ
属
の
常
緑
針

葉
樹
で
、
「
万
葉
集
」
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
日
本
の
特
産
種

で
す
。
福
島
県
南
部
か
ら
九
州

ま
で
分
布
し
、
県
内
で
は
御
前

山
等
に
自
生
の
記
録
は
あ
り
ま

す
が
、
普
通
に
見
る
の
は
植
林

で
す
。
牛
久
で
も
屋
敷
林
、
社

寺
林
と
し
て
広
く
植
栽
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

幹
は
垂
直
に
立
ち
、
高
さ
は

20
～
30
m
に
な
り
ま
す
。
樹
皮

は
暗
赤
褐
色
で
、
縦
に
薄
く
剥

げ
ま
す
。
枝
は
細
く
水
平
に
広

が
り
ま
す
。
葉
は
長
さ
3

mm
内

外
で
、
鱗
片
状
に
重
な
り
合
っ
て

十
字
対
生
、
葉
裏
の
白
い
気
孔

帯
が

「
Ｙ
字
形
」
に
見
え
る
の
が

特
徴
で
す
。
葉
を
ち
ぎ
る
と
特
有

の
香
り
が
あ
り
ま
す
。
雌
雄
同
株

で
、
開
花
期
は
3
～
4
月
。
雄

花
は
長
さ
2
～
3
㎜
の
楕
円
形
で

紫
褐
色
、
雌
花
は
径
3
～
5
㎜

の
球
形
で
枝
先
に
1
個
ず
つ
付
き

ま
す
。
球
果
は
径
8
～
12
㎜
、
枠

内
上
の
写
真
の
よ
う
に
‘
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
’
状
に
見
え
ま
す
。
こ
れ

が
秋
に
緑
色
か
ら
赤
褐
色
に
熟

す
と
割
れ
て
、
翼
の
あ
る
種
子

（
枠
内
下
の
写
真
）
を
飛
散
さ
せ

ま
す
。

　

チ
ャ
ボ
ヒ
バ
等
の
多
く
の
園
芸
品

種
が
庭
園
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

材
は
用
途
が
広
く
、
高
級
建
築
材

と
さ
れ
、
ま
た
、
神
聖
な
木
と

し
て
神
社
仏
閣
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
火
は
神
聖
な
も
の
と

し
た
崇
拝
の
名
残
で
、
こ
の
木
を

摩
擦
す
る
と
火
が
で
る
こ
と
か
ら

「
檜
」
の
字
を
あ
て
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
高
橋
正
和
）

　

樹幹 （戸塚 牛久自然観察の森 12.9.13）

球果 : 上　と種子 : 下 （渡辺 11.11.20 と 11.12.1） < 枠内 >

ヒ
ノ
キ

No.36 

牛
久
自
然
観
察
の
森
指
定
管
理
者

春
に
む
け
て

　

１
月
に
入
り
寒
さ
も
よ
う
や
く
冬
ら
し

く
な
っ
て
き
た
観
察
の
森
、
早
朝
の
原
っ
ぱ

で
は
霜
で
覆
わ
れ
る
日
が
日
に
日
に
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
日
が
高
く
な
る
頃

に
は
跡
形
も
な
く
溶
け
て
し
ま
う
光
景
に

は
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
林
の
中
は
、

落
ち
葉
が
集
め
ら
れ
、
早
春
に
見
ら
れ
る

山
野
草
の
芽
吹
き
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
暖
冬
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
池
に
は

ま
だ
カ
モ
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
、

上
空
か
ら
カ
モ
達
が
池
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
マ
コ
モ
や
ヨ
シ
、
岸
辺
の
草
を
部
分
的
に

刈
り
取
っ
た
の
で
、
い
つ
飛
来
す
る
の
か
と

池
の
前
を
通
る
た
び
に
水
面
が
気
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

が
進
む
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

日
休
日
を
問
わ
ず
、
親
子
連
れ
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

今
年
も
牛
久
自
然
観
察
の
森
で
過
ご
す

多
く
の
人
た
ち
の
時
間
が
充
実
す
る
よ
う
、

生
き
も
の
達
が
躍
動
す
る
季
節
に
向
け
て

準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
木
谷
昌
史
）
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寄
稿

（
結
束
の
今
昔
）

小
野
川
水
運
の
検
証

　

〜
結
束
の
瓦
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
〜

１
．
プ
ロ
ロ
ー
グ

　

今
か
ら
10
年
前
、
当
会
発
足
と
同
時
に
、
地
元
結
束
町
の
方
々
か
ら
「
里

山
の
聞
き
取
り
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
会
の
設
立
趣

旨
書
に
は
、「
自
然
と
人
が
調
和
し
た
美
し
い
環
境
を
保
全
し
未
来
に
引
き
継

ぐ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
牛
久
自
然
観
察
の
森
は
ま
さ
に
会
の
設
立
趣

旨
に
あ
る
「
里
山
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
里
山
を
守
っ
て
き
た
結
束
町
の

皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
と
き
、
旧
家
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
て
い
た
と
き
、
屋
根
瓦
の

話
に
な
っ
た
。Ｔ
さ
ん
の
お
宅
は
、
明
治
初
期
に
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
最
近

屋
根
瓦
の
葺
き
替
え
を
行
っ
た
。「
そ
の
時
の
瓦
が
こ
れ
な
ん
だ
、
こ
の
瓦
に

は
本
所
・
亀
戸
と
い
う
刻
印
が
あ
る
け

ど
、
ど
こ
か
ら
来
た
ん
だ
ろ
う
ね
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

明
治
初
期
に
鉄
道
も
無
い
時
代
に
大

量
の
瓦
は
何
処
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か

と
、「
本
所
・
亀
戸
」
本
所
は
現
在
の
東

京
都
墨
田
区
、
亀
戸
は
東
京
都
江
東
区

に
実
在
す
る
地
名
と
、「
明
治
初
期
」
の

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
手
が
か
り
に
調
査

を
開
始
し
た
。

２
．
亀
戸
瓦
を
探
し
て

　

ま
ず
足
を
運
ん
だ
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
検
索
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
「
江
戸
・
明
治
・
東
京
・
産
業
」
を
入
力
、
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
、

明
治
政
府
（
陸
軍
省
布
告
・
明
治
5
年
）
に
よ
り
、
全
国
の
府
県
に
対
し
て

地
勢
調
査
を
命
じ
て
出
来
上
が
っ
た
資
料
の
東
京
版
、「
東
京
府
志
料
」（
資

料
で
は
な
い
）
が
見
つ
か
っ
た
。
内
容
を
見
る
と
現
在
の
国
勢
調
査
の
よ
う

で
あ
り
、
当
時
の
東
京
府
の
詳
細
な
産
業
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、

亀
戸
村
の
主
力
産
業
に
「
瓦
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

更
に
亀
戸
瓦
の
裏
付
け
を
と
る
た
め
、
江
東
区
深
川
図
書
館
に
足
を
伸
ば
し

た
。

　

江
東
区
の
明
治
期
か
ら
の
産
業
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
新
た
な
資
料

と
し
て
「
日
本
瓦
業
総
覧
」（
大
正
5
年
刊
）
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
期
の
亀
戸
村
は
江
戸
湊
（
湾
）
に
面
し
た
デ
ル
タ

地
帯
で
、
大
規
模
な
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
て
い
た
地
区
で
あ
る
。
特
に
亀
戸
・

本
所
地
区
は
隅
田
川
に
近
く
、
粘
土
が
採
れ
る
こ
と
か
ら
瓦
産
業
が
発
展
し
、

そ
れ
に
伴
う
運
河
の
整
備
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。　
　

　

江
戸
に
瓦
産
業
が
発
展
し
た
理
由
は
、
頻
繁
に
起
き
る
江
戸
の
大
火
に
起

因
し
て
い
た
。
明
暦
3
年
（
1
6
5
7
年
1
月
18
日
）
の
振
袖
火
事
で
江
戸

の
市
中
は
火
に
な
め
尽
く
さ
れ
、
江
戸
幕
府
開
府
以
来
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。

江
戸
城
の
天
守
閣
も
焼
失
し
、江
戸
市
民
10
万
人
が
焼
死
し
た
。
こ
の
と
き
に
、

災
害
復
旧
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
の
が
「
保
科
正
之
」（
四
代
将
軍
家
綱
の
補
佐

役
（
大
政
参
与
）
で
後
に
会
津
松
平
家
初
代
）
で
あ
っ
た
。
氏
の
災
害
復
興

に
対
す
る
危
機
管
理
能
力
は
絶
大
で
、
並
み
居
る
老
中
の
反
対
を
押
し
切
り
、

幕
府
の
4
0
0
万
両
の
蓄
財
を
使
っ
て
庶
民
の
救
済
、
主
要
道
の
拡
幅
（
６

３
．
利
根
川
舟
運
（
小
野
川
水
運
）
の
息
吹

伝馬造茶船

　

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
、
家
康
は
次
々
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

手
が
け
て
い
く
。
行
徳
（
現
千
葉
県
市
川
市
）
の
塩
を
江
戸
城
へ
直
接
運
搬

さ
せ
る
た
め
、
江
戸
川
、
中
川
を
横
切
る
、
新
川
、
小
名
木
川
、
道
三
堀
を

間
↓
９
間
）、火
除
け
空
き
地
の
設
置
（
上
野
広
小
路
）、両
国
橋
の
架
橋
等
々
。

こ
の
と
き
に
、
火
災
で
瓦
が
落
下
す
る
こ
と
も
危
険
で
あ
る
と
「
瓦
禁
止
令
」

が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
禁
止
令
は
長
く
続
い
た
。

　

時
代
は
変
わ
り
、
八
代
将
軍
吉
宗
（
享
保
元
年
1
7
1
6
）
に
な
っ
て
、

瓦
こ
そ
火
災
の
防
止
に
も
繋
が
る
と
そ
の
禁
止
令
を
解
く
。
吉
宗
は
南
町
奉

行
大
岡
越
前
守
忠
相
に
命
じ
、
瓦
推
奨
令
を
江
戸
市
中
に
発
令
し
た
。
江
戸

亀
戸
瓦
は
こ
の
時
期
か
ら
本
格
生
産
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
江

戸
中
期
か
ら
大
正
の
初
め
ま
で
亀
戸
の
瓦
産
業
は
興
隆

を
極
め
た
が
、
材
料
の
枯
渇
？
等
か
ら
か
、
徐
々
に
愛

知
県
の
三
州
に
移
っ
て
い
っ
た
。

　

結
束
の
瓦
は
江
戸
亀
戸
村
の
生
産
と
言
う
こ
と
が
判

明
し
た
が
、
亀
戸
村
か
ら
牛
久
村
ま
で
ど
の
よ
う
に
運

搬
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

今
度
は
牛
久
市
史
を
閲
覧
し
た
。
す
る
と
、「
小
野

川
水
運
」
の
記
述
を
発
見
。
文
化
10
年
（
1
8
1
4
）、

水
運
を
担
う
小
野
川
通
伝
馬
造
茶
船
の
鑑
札
が
発
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
牛
久
の
小
さ
な
河
川
小
野

川
に
光
が
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

開
削
さ
せ
た
。
そ
し
て
江
戸
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
、利
根
川
本
流
の
瀬
替
え「
利

根
川
東
遷
」
を
敢
行
し
た
。
当
時
の
利
根
川
は
現
在
の
隅
田
川
に
つ
な
が
っ

て
い
た
た
め
、
江
戸
の
洪
水
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
大
工
事
を
担

当
し
た
の
が
、
代
官
頭
を
務
め
た
伊
奈
備
前
守
忠
次
の
次
男
忠
治
で
あ
っ
た
。

兄
忠
政
の
後
を
継
ぎ
、
広
大
な
治
水
工
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
着
工
は
元
和

7
年
（
1
6
2
1
）
で
あ
っ
た
。
現
在
の
栃
木
県
、
茨
城
県
西
部
の
利
根
川
、

渡
良
瀬
川
、赤
堀
川
、会
の
川
、荒
川
の
瀬
替
え
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
在
の
利
根
川
に
な
っ
た
地
域
は
元
々
川
が
な
く
、
湿
地
や
沼
の
続
く
地
帯

で
あ
っ
た
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
人
工
衛
星
や
、
航
空
機
測
量
に
よ
っ
て
、
川

に
す
る
こ
と
の
判
断
が
可
能
で
あ
る
が
、
当
時
何
も
な
い
時
代
で
あ
る
。
川

の
な
い
場
所
に
大
河
を
開
削
す
る
と
い
う
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
伊
奈
忠
治
の
宇
宙
人
的
な
発
想
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

利
根
川
は
現
在
の
銚
子
に
繋
が
り
、
利
根
川
舟
運
が
発
達
し
て
い
く
。

　

伊
奈
忠
治
は
利
根
川
東
遷
の
他
、
小
貝
川
と
鬼
怒
川
の
分
流
工
事
（
現
つ

く
ば
み
ら
い
市
谷
和
原
付
近
）、
小
貝
川
三
大
堰
（
福
岡
堰
、
岡
堰
、
豊
田
堰
）

等
々
。
東
北
か
ら
の
物
資
の
他
、
太
平
洋
の
鮮
魚
な
ど
銚
子
か
ら
利
根
川
を

遡
り
、
関
宿
か
ら
江
戸
川
に
入
っ
て
行
徳
か
ら
新
川
、
小
名
木
川
を
経
て
江

戸
市
街
へ
物
資
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
壮
大
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
結
果
か
ら
、
小
野
川
も
水
運
が
発
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
文
化

10
年
（
1
8
1
4
）、幕
府
船
番
所
は
小
野
川
流
域
の
村
々
に
伝
馬
造
茶
船
（
で

ん
ま
つ
く
り
ち
ゃ
ぶ
ね
）
の
鑑
札
を
発
行
し
、
水
運
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
牛

久
周
辺
の
村
々
か
ら
の
物
資
は
江
戸
直
納
に
な
っ
た
年
貢
米
と
薪
炭
で
あ
る
。

　

伝
馬
造
茶
船
と
は
、
亨
和
2
年
（
1
8
0
2
）
幕
府
川
船
役
所
が
作
成
し

た
船
の
識
別
用
図
鑑
、「
船
鑑
」（
ふ
な
か
が
み
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
そ

の
他
の
茶
船
」。
船
鑑
と
は
、
幕
府
の
川
船
役
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
関
東
の

33
種
の
川
船
と
海
船
を
描
い
た
も
の
。

　

戦
国
時
代
が
終
わ
り
平
静
を
取
り
戻
し
た
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
、
享
保

元
年
（
1
7
1
6
）
に
は
、
江
戸
に
出
れ
ば
仕
事
に
有
り
付
け
る
と
言
う
こ

と
か
ら
、
江
戸
の
人
口
は
1
0
0
万
人
を
超
す
世
界
最
大
の
都
市
に
な
っ
て

い
た
。
こ
こ
で
困
っ
た
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う

に
化
石
燃
料
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
薪
炭
に

頼
る
し
か
無
い
。
そ
こ
で
吉
宗
は
江
戸
を
取
り
巻
く
周
辺
の
藩
に「
御
林
」（
お

は
や
し
）
を
造
林
し
ア
カ
マ
ツ
を
育
て
る
よ
う
命
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

牛
久
藩
内
は
ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
り
、
生
産
さ
れ
た
薪
炭
は
小
野
川
の
流
域

に
設
け
ら
れ
た
河
岸
か
ら
次
々
に
江
戸
へ
出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
量
に
安

全
に
運
搬
す
る
方
法
と
し
て
水
運
（
舟
運
）
は
不
可
欠
で
あ
る
。
霞
ヶ
浦
周

辺
か
ら
も
次
々
に
物
資
が
積
み
出
さ
れ
て
い
た
。
石
岡
の
日
本
酒
、
土
浦
の

醤
油
な
ど
も
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

　

牛
久
の
小
野
川
の
伝
馬
造
茶
船
は
小
さ
な
小
舟
で
あ
る
か
ら
荷
を
大
量
に

積
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
伊
佐
津
河
岸
（
現
稲
敷
市
）
ま
で
搬
送
し
、
一
度

荷
を
下
ろ
し
た
。
こ
こ
で
、
佐
原
か
ら
廻
航
し
た
5
0
0
石
船
と
言
わ
れ
た

国
内
最
大
の
「
高
瀬
舟
」
に
改
め
て
積
み
替
え
ら
れ
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

江
戸
ま
で
の
下
り
荷
（
現
在
と
は
上
り
・
下
り
が
逆
）
は
通
常
9
日
。
上
り

荷
は
通
常
14
日
か
か
っ
て
い
る
。

　

伊
佐
津
を
出
た
高
瀬
舟
は
、
伊
佐
津
河
岸
か
ら
江
戸
崎
河
岸
の
間
、
三
つ

の
沼
地
を
結
ぶ
狭
い
水
路
が
続
き
、
渇
水
期
な
ど
は
航
行
不
能
と
な
る
こ
と

も
多
く
、
曳
舟
人
足
に
よ
る
「
曳
舟
」（
川
の
土
手
か
ら
人
足
が
ロ
ー
プ
で
船

を
曳
い
た
）
が
行
わ
れ
た
。
古
渡
か
ら
霞
ヶ
浦
に
入
り
、
横
利
根
川
か
ら
利

根
川
に
入
り
、
竿
と
帆
走
で
上
っ
た
。
渇
水
期
の
利
根
川
は
雨
が
降
る
ま
で

航
行
が
出
来
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、
幕
府
が
考
え
た

の
が
、陸
路
で
あ
る
。
浅
瀬
の
多
い
取
手
か
ら
上
流
ま
で
行
か
ず
に
、木
下
（
木

下
街
道
）
や
布
佐
、
布
施
な
ど
か
ら
松
戸
の
良
庵
河
岸
ま
で
陸
路
で
つ
な
ぎ
、

松
戸
か
ら
再
び
舟
運
と
言
う
応
急
策
を
と
っ
た
。
ま
た
、
取
手
の
小
堀
（
お

お
ぼ
り
）
に
渇
水
期
対
策
の
た
め
の
河
岸
を
新
た
に
設
け
、
艀
下
船
（
は
し

け
し
た
ぶ
ね
）
を
駐
在
さ
せ
た
。
渇
水
期
に
浅
瀬
で
航
行
不
能
と
な
っ
た
高

瀬
舟
の
喫
水
線
を
下
げ
る
た
め
、
高
瀬
舟
よ
り
も
小
型
の
高
瀬
舟
に
荷
の
分

散
を
は
か
り
、
高
瀬
船
を
通
船
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

関
宿
か
ら
江
戸
川
に
入
る
と
、
急
流
の
江
戸
川
を
快
調
に
帆
走
し
、
行
徳
か

ら
新
川
を
抜
け
、
中
川
口
の
中
川
船
番
所
（
江
戸
最
大
の
関
所
）
で
荷
の
検

問
を
受
け
た
。
そ
し
て
小
名
木
川
を
深
川
口
ま
で
進
み
、
隅
田
川
に
入
る
と
、

目
的
地
は
直
前
で
あ
る
。
年
貢
米
は
「
蔵
前
」、
薪
炭
は
「
御
竹
蔵
」（
現
両

国
国
技
館
周
辺
）
で
荷
下
ろ
し
し
た
。
荷
を
積
み
降
ろ
し
て
空
身
に
な
っ
た

船
は
、
江
戸
の
生
活
物
資
や
江
戸
の
文
化
ま
で
牛
久
村
に
持
ち
帰
っ
た
と
言

う
こ
と
あ
る
。
亀
戸
瓦
も
途
中
で
積
み
込
ま
れ
、
結
束
町
の
傳
仁
右
衛
門
河

岸
（
Ｔ
さ
ん
宅
の
専
用
河
岸
）
ま
で
運
ば
れ
た
。
こ
の
小
野
川
水
運
は
大
正

時
代
ま
で
続
い
た
そ
う
で
あ
る
。

二丈十二尺～三丈

五尺～八尺
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コ
ラ
ム

あ
れ
か
ら
も
う
す
ぐ
５
年

　

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
、
家
康
は
次
々
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

手
が
け
て
い
く
。
行
徳
（
現
千
葉
県
市
川
市
）
の
塩
を
江
戸
城
へ
直
接
運
搬

さ
せ
る
た
め
、
江
戸
川
、
中
川
を
横
切
る
、
新
川
、
小
名
木
川
、
道
三
堀
を

４
．
お
わ
り
に

　

小
さ
な
瓦
の
刻
印
「
亀
戸
・
本
所
」
を
探
る
た
め
、
3
年
の
歳
月
を
費
や

す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
歴
史
的
出
来
事
に
遭
遇
し
、
徳
川
幕
府

の
江
戸
開
府
を
更
に
強
固
に
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
特
に
壮
大
な
治

水
工
事
と
な
っ
た
利
根
川
東
遷
は
当
時
土
木
技
術
の
無
い
時
代
に
想
像
を
絶

開
削
さ
せ
た
。
そ
し
て
江
戸
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
、利
根
川
本
流
の
瀬
替
え「
利

根
川
東
遷
」
を
敢
行
し
た
。
当
時
の
利
根
川
は
現
在
の
隅
田
川
に
つ
な
が
っ

て
い
た
た
め
、
江
戸
の
洪
水
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
大
工
事
を
担

当
し
た
の
が
、
代
官
頭
を
務
め
た
伊
奈
備
前
守
忠
次
の
次
男
忠
治
で
あ
っ
た
。

兄
忠
政
の
後
を
継
ぎ
、
広
大
な
治
水
工
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
着
工
は
元
和

7
年
（
1
6
2
1
）
で
あ
っ
た
。
現
在
の
栃
木
県
、
茨
城
県
西
部
の
利
根
川
、

渡
良
瀬
川
、赤
堀
川
、会
の
川
、荒
川
の
瀬
替
え
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
在
の
利
根
川
に
な
っ
た
地
域
は
元
々
川
が
な
く
、
湿
地
や
沼
の
続
く
地
帯

で
あ
っ
た
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
人
工
衛
星
や
、
航
空
機
測
量
に
よ
っ
て
、
川

に
す
る
こ
と
の
判
断
が
可
能
で
あ
る
が
、
当
時
何
も
な
い
時
代
で
あ
る
。
川

の
な
い
場
所
に
大
河
を
開
削
す
る
と
い
う
判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
伊
奈
忠
治
の
宇
宙
人
的
な
発
想
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

利
根
川
は
現
在
の
銚
子
に
繋
が
り
、
利
根
川
舟
運
が
発
達
し
て
い
く
。

　

伊
奈
忠
治
は
利
根
川
東
遷
の
他
、
小
貝
川
と
鬼
怒
川
の
分
流
工
事
（
現
つ

く
ば
み
ら
い
市
谷
和
原
付
近
）、
小
貝
川
三
大
堰
（
福
岡
堰
、
岡
堰
、
豊
田
堰
）

等
々
。
東
北
か
ら
の
物
資
の
他
、
太
平
洋
の
鮮
魚
な
ど
銚
子
か
ら
利
根
川
を

遡
り
、
関
宿
か
ら
江
戸
川
に
入
っ
て
行
徳
か
ら
新
川
、
小
名
木
川
を
経
て
江

戸
市
街
へ
物
資
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
壮
大
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
結
果
か
ら
、
小
野
川
も
水
運
が
発
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
文
化

10
年
（
1
8
1
4
）、幕
府
船
番
所
は
小
野
川
流
域
の
村
々
に
伝
馬
造
茶
船
（
で

ん
ま
つ
く
り
ち
ゃ
ぶ
ね
）
の
鑑
札
を
発
行
し
、
水
運
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
牛

久
周
辺
の
村
々
か
ら
の
物
資
は
江
戸
直
納
に
な
っ
た
年
貢
米
と
薪
炭
で
あ
る
。

　

伝
馬
造
茶
船
と
は
、
亨
和
2
年
（
1
8
0
2
）
幕
府
川
船
役
所
が
作
成
し

た
船
の
識
別
用
図
鑑
、「
船
鑑
」（
ふ
な
か
が
み
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
そ

の
他
の
茶
船
」。
船
鑑
と
は
、
幕
府
の
川
船
役
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
関
東
の

33
種
の
川
船
と
海
船
を
描
い
た
も
の
。

　

戦
国
時
代
が
終
わ
り
平
静
を
取
り
戻
し
た
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代
、
享
保

元
年
（
1
7
1
6
）
に
は
、
江
戸
に
出
れ
ば
仕
事
に
有
り
付
け
る
と
言
う
こ

と
か
ら
、
江
戸
の
人
口
は
1
0
0
万
人
を
超
す
世
界
最
大
の
都
市
に
な
っ
て

い
た
。
こ
こ
で
困
っ
た
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う

に
化
石
燃
料
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
薪
炭
に

頼
る
し
か
無
い
。
そ
こ
で
吉
宗
は
江
戸
を
取
り
巻
く
周
辺
の
藩
に「
御
林
」（
お

は
や
し
）
を
造
林
し
ア
カ
マ
ツ
を
育
て
る
よ
う
命
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

牛
久
藩
内
は
ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
り
、
生
産
さ
れ
た
薪
炭
は
小
野
川
の
流
域

に
設
け
ら
れ
た
河
岸
か
ら
次
々
に
江
戸
へ
出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
量
に
安

全
に
運
搬
す
る
方
法
と
し
て
水
運
（
舟
運
）
は
不
可
欠
で
あ
る
。
霞
ヶ
浦
周

辺
か
ら
も
次
々
に
物
資
が
積
み
出
さ
れ
て
い
た
。
石
岡
の
日
本
酒
、
土
浦
の

醤
油
な
ど
も
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

　

牛
久
の
小
野
川
の
伝
馬
造
茶
船
は
小
さ
な
小
舟
で
あ
る
か
ら
荷
を
大
量
に

積
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
伊
佐
津
河
岸
（
現
稲
敷
市
）
ま
で
搬
送
し
、
一
度

荷
を
下
ろ
し
た
。
こ
こ
で
、
佐
原
か
ら
廻
航
し
た
5
0
0
石
船
と
言
わ
れ
た

国
内
最
大
の
「
高
瀬
舟
」
に
改
め
て
積
み
替
え
ら
れ
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

江
戸
ま
で
の
下
り
荷
（
現
在
と
は
上
り
・
下
り
が
逆
）
は
通
常
9
日
。
上
り

荷
は
通
常
14
日
か
か
っ
て
い
る
。

　

伊
佐
津
を
出
た
高
瀬
舟
は
、
伊
佐
津
河
岸
か
ら
江
戸
崎
河
岸
の
間
、
三
つ

の
沼
地
を
結
ぶ
狭
い
水
路
が
続
き
、
渇
水
期
な
ど
は
航
行
不
能
と
な
る
こ
と

も
多
く
、
曳
舟
人
足
に
よ
る
「
曳
舟
」（
川
の
土
手
か
ら
人
足
が
ロ
ー
プ
で
船

を
曳
い
た
）
が
行
わ
れ
た
。
古
渡
か
ら
霞
ヶ
浦
に
入
り
、
横
利
根
川
か
ら
利

根
川
に
入
り
、
竿
と
帆
走
で
上
っ
た
。
渇
水
期
の
利
根
川
は
雨
が
降
る
ま
で

航
行
が
出
来
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、
幕
府
が
考
え
た

の
が
、陸
路
で
あ
る
。
浅
瀬
の
多
い
取
手
か
ら
上
流
ま
で
行
か
ず
に
、木
下
（
木

下
街
道
）
や
布
佐
、
布
施
な
ど
か
ら
松
戸
の
良
庵
河
岸
ま
で
陸
路
で
つ
な
ぎ
、

松
戸
か
ら
再
び
舟
運
と
言
う
応
急
策
を
と
っ
た
。
ま
た
、
取
手
の
小
堀
（
お

お
ぼ
り
）
に
渇
水
期
対
策
の
た
め
の
河
岸
を
新
た
に
設
け
、
艀
下
船
（
は
し

け
し
た
ぶ
ね
）
を
駐
在
さ
せ
た
。
渇
水
期
に
浅
瀬
で
航
行
不
能
と
な
っ
た
高

瀬
舟
の
喫
水
線
を
下
げ
る
た
め
、
高
瀬
舟
よ
り
も
小
型
の
高
瀬
舟
に
荷
の
分

散
を
は
か
り
、
高
瀬
船
を
通
船
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

関
宿
か
ら
江
戸
川
に
入
る
と
、
急
流
の
江
戸
川
を
快
調
に
帆
走
し
、
行
徳
か

ら
新
川
を
抜
け
、
中
川
口
の
中
川
船
番
所
（
江
戸
最
大
の
関
所
）
で
荷
の
検

問
を
受
け
た
。
そ
し
て
小
名
木
川
を
深
川
口
ま
で
進
み
、
隅
田
川
に
入
る
と
、

目
的
地
は
直
前
で
あ
る
。
年
貢
米
は
「
蔵
前
」、
薪
炭
は
「
御
竹
蔵
」（
現
両

国
国
技
館
周
辺
）
で
荷
下
ろ
し
し
た
。
荷
を
積
み
降
ろ
し
て
空
身
に
な
っ
た

船
は
、
江
戸
の
生
活
物
資
や
江
戸
の
文
化
ま
で
牛
久
村
に
持
ち
帰
っ
た
と
言

う
こ
と
あ
る
。
亀
戸
瓦
も
途
中
で
積
み
込
ま
れ
、
結
束
町
の
傳
仁
右
衛
門
河

岸
（
Ｔ
さ
ん
宅
の
専
用
河
岸
）
ま
で
運
ば
れ
た
。
こ
の
小
野
川
水
運
は
大
正

時
代
ま
で
続
い
た
そ
う
で
あ
る
。

［小野川のデータ］
一級水系利根川、一級河川
川の延長　　36.45km
流域面積　　175.75 ㎢
水源　　　　つくば市洞峰沼（現洞峰公園）、つくば市小野崎味城跡）
河口　　　　稲敷市古渡（ふっと）

す
る
大
工
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
万
里
の
長
城

の
建
設
に
匹
敵
す
る
大
工
事
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て

振
袖
火
事
の
大
災
害
の
後
、
災
害
復
興
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
保
科
正
之
の
危

機
管
理
能
力
は
現
代
人
も
見
習
う
べ
き
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
枚
の
瓦
か
ら
多
く
の
歴
史
を
学
び
、
改
め
て
歴
史
の
深
さ
に
感
動
し
た
訳

で
あ
る
。

■「
小
野
川
水
運
の
検
証
」
は
四
話
ま
で
あ
り
、
6
時
間
の
講
座
に
な
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
お
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば
講
座
を

承
り
ま
す
。（
坂　

弘
毅
）

　

復
興
の
お
手
伝
い
か
ら
帰
っ
て
き
て

９
か
月
が
過
ぎ
、
こ
ち
ら
は
暖
か
い

毎
日
で
は
あ
る
が
気
仙
沼
は
・
・
・

と
想
い
を
馳
せ
て
い
た
。
１
２
月
で
退

職
す
る
知
人
の
送
別
会
に
あ
わ
せ
行

く
こ
と
に
し
た
。
お
土
産
も
あ
り
、

ま
た
訪
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
車
で

行
く
こ
と
と
し
た
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
に

履
き
替
え
た
軽
自
動
車
。
気
仙
沼

に
着
き
国
道
４
５
号
線
、
内
湾
を
走

る
と
災
害
公
営
住
宅
、
防
災
集
団

移
転
地
の
造
成
工
事
、
橋
の
工
事
、

道
路
の
切
り
替
え
な
ど
が
あ
り
街
の

造
成
が
進
ん
で
い
る
、
震
災
が
あ
っ

た
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
交
通
量
は

変
わ
ら
ず
に
多
い
が
以
前
の
よ
う
に

ガ
レ
キ
・
土
砂
運
搬
の
ダ
ン
プ
ば
か

り
で
は
な
く
種
々
の
工
事
車
両
が

走
っ
て
い
る
。

　

気
仙
沼
市
の
今
年
度
予
算
が
１
千

３
７
０
億
円
、
震
災
前
の
財
政
規
模

は
４
７
０
億
円
、
２
５
年
度
１
千
８
０

０
億
円
規
模
で
あ
っ
た
か
ら
小
さ
く

な
っ
た
と
は
い
え
震
災
前
の
３
倍
で
あ

る
、
復
興
事
業
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

（
牛
久
は
２
７
年
度
予
算
４
２
０
億
円

人
口
８
万
人
）
人
口
は
震
災
前
７
４

千
人
か
ら
６
７
千
人
と
減
少
し
続
け

て
い
る
。
「こ
れ
か
ら
は
自
治
体
の
負

担
も
求
め
る
」
と
国
は
言
っ
て
い
る

か
ら
厳
し
い
復
興
が
続
く
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　

職
場
に
伺
っ
た
ら
知
っ
て
い
る
人
が

少
な
い
、
前
回
に
書
い
た
が
こ
の
職

場
は
派
遣
職
員
が
6
0
％
以
上
で
あ

り
、
派
遣
は
１
年
で
交
代
と
な
る
。

短
い
期
間
で
は
３
ヶ
月
の
自
治
体
も

あ
る
、
引
継
ぎ
が
大
変
と
思
い
き
や

同
じ
自
治
体
の
人
で
引
き
継
ぐ
か
ら

仕
事
は
流
れ
て
い
る
、
分
か
ら
な
い

と
き
は
職
場
の
人
に
聞
く
の
で
は
な

く
前
に
い
た
自
分
の
自
治
体
の
職
員

に
聞
く
。
派
遣
を
止
め
る
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
。
気
仙
沼
市
が
独

自
に
任
期
付
き
職
員
の
採
用
を
始
め

て
い
る
。
ま
た
東
京
都
や
神
奈
川
県

等
の
よ
う
に
自
ら
の
職
員
を
派
遣
す

る
の
で
は
な
く
経
験
者
を
任
期
付
き

職
員
と
し
て
採
用
し
て
最
長
５
年
ま

で
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
、
同
僚
で

あ
っ
た
人
が
４
月
か
ら
は
神
奈
川
県

か
ら
の
派
遣
と
な
る
と
聞
い
た
。
市

の
職
員
も
移
動
が
あ
り
知
っ
て
い
た
人

は
数
人
で
あ
っ
た
。

　

防
波
堤
工
事
、
新
設
道
路
工
事
、

宅
地
造
成
等
々
が
行
わ
れ
て
い
る
、

地
方
紙
に
河
口
に
砂
地
が
で
き
生
物

が
生
息
し
始
め
て
い
る
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
堤
防
の
高
さ
に
よ

る
景
観
等
で
も
話
題
が
あ
っ
た
、
気

仙
沼
市
の
方
針
が

「
海
と
生
き
る
」
、

堤
防
に
よ
っ
て
海
と
断
絶
さ
れ
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
過
去
の
津
波

を
考
慮
し
て
高
さ
に
つ
い
て
議
論
が

あ
り
、
事
業
者
か
ら
だ
れ
が
責
任
に

と
る
の
か
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
規
模
に
も
よ
る
が
開
発
事

業
に
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
が
事
前
に
行
わ
れ

る
。
復
興
事
業
を
早
く
進
め
る
こ

と
、
始
ま
っ
た
こ
と
は
止
め
ら
れ
な

い
で
は
な
く
、
法
律
に
則
り
、
住
民

の
合
意
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
信
じ
た
い
。

　

単
身
赴
任
し
た
方
な
ら
お
分
か
り

だ
ろ
う
が
休
日
を
ど
う
過
ご
す
か
が

課
題
で
あ
っ
た
、
せ
っ
か
く
来
た
の
だ

か
ら
と
休
日
は
出
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
た
。
海
祭
り
に
１
人
で
出
か
け

花
火
を
見
て
い
た
、
知
ら
な
い
土
地

で
１
人
で
見
る
花
火
は
寂
し
か
っ
た
、

浅
草
の
夜
の
賑
わ
い
ま
ぎ
れ
入
り
と

言
う
句
が
あ
っ
た
が
。
冬
の
曇
天
の

中
、
猊
鼻
渓
に
出
か
け
た
、
船
に
乗
っ

て
見
学
と
あ
り
迷
っ
た
が
乗
る
こ
と

に
し
た
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
団
体
、
家

族
、
そ
し
て
不
釣
り
合
い
で
あ
や
し

い
二
人
等
、
い
ぶ
か
し
げ
な
眼
で
見

ら
れ
る
私
、
船
は
炬
燵
に
な
っ
て
お

り
、
私
の
両
隣
に
は
空
間
が
、
何

や
ら
T
V
の
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
の
雰

囲
気
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
れ
の
間
で
は

ひ
そ
ひ
そ
話
あ
る
い
は
賑
や
か
に
会

話
交
わ
さ
れ
て
い
る
、
船
頭
が
説
明

を
し
な
が
ら
長
竿
で
船
を
進
め
て
い

き
、
断
崖
に
岩
の
突
き
出
た
と
こ
ろ

に
き
て
こ
の
岩
が
獅
子
の
鼻
に
見
え

る
事
か
ら
猊
鼻
渓
と
い
う
と
説
明
、

単
な
る
突
き
出
た
岩
で
あ
り
、
獅
子

の
鼻
が
ど
う
い
う
も
の
か
も
知
ら
な

い
、
観
光
地
で
は
こ
の
類
が
多
い
。

炬
燵
は
暖
か
で
あ
っ
た
が
心
が
冷
え

切
っ
て
い
た
。
深
山
幽
谷
と
は
言
え

な
く
と
も
静
か
で
綺
麗
な
渓
谷
で

あ
っ
た
。

　
　

こ
の
よ
う
な
休
日
を
過
ご
し
て
い

た
の
で
新
年
度
に
な
っ
た
と
き
、
休

日
を
ど
う
過
ご
す
か
と
考
え
、
今

ま
で
親
子
農
業
体
験
を
行
っ
て
い
た
の

で
職
場
の
２
人
の
お
母
さ
ん
に
相
談

し
た
ら
や
り
ま
し
ょ
う
と
な
っ
た
。

畑
は
震
災
以
降
や
っ
て
い
な
い
が
使
っ

て
い
い
よ
と
言
わ
れ
て
唐
桑
で
行
う
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
で
有
意
義
な
休
日

が
過
ご
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
里
芋

は
あ
ま
り
食
べ
な
い
と
言
わ
れ
ジ
ャ
ガ

イ
モ
だ
け
と
し
た
。
海
の
見
え
る
高

台
の
畑
、
唐
桑
半
島
は
太
平
洋
に

面
し
て
い
て
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
、

平
地
が
少
な
く
家
庭
菜
園
程
度
の
畑

が
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
る
、
耕

運
機
も
流
さ
れ
て
震
災
以
来
耕
し

て
い
な
い
と
い
う
の
で
心
配
で
あ
っ
た

が
隣
で
畑
を
や
っ
て
い
た
の
で
安
心

し
た
。
マ
ン
ノ
ウ
で
耕
し
始
め
２
日

ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
耕
運
機
が
届
い
て
い

た
。
購
入
し
て
く
れ
た
。
収
穫
祭

に
は
近
在
の
職
場
の
人
も
参
加
し
て

行
っ
た
。
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　　　

昭
和
８
年
の
地
震
の
時
は
５
歳
だ
っ

た
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
に
当
時
と
今

回
の
震
災
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
来

た
。
そ
の
昭
和
８
年
の
震
災
の
碑
が

こ
の
浜
に
も
あ
り
、
沿
岸
を
走
っ
て

い
る
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

　

派
遣
に
来
て
い
る
人
た
ち
に
気
仙

沼
を
知
っ
て
い
た
だ
く
企
画
を
市
で

行
っ
て
い
た
２
か
月
に
一
度
程
度
で
。

２
度
ほ
ど
参
加
し
た
。
八
瀬
森
の
学

校
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
地
域

づ
く
り
行
っ
て
い
る
団
体
で
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
を
中
心
に
県
内
の
児

童
に
宿
泊
学
習
を
し
た
り
し
て
い
る
、

八
瀬
地
区
は
内
陸
に
あ
る
農
村
地
域

で
川
が
流
れ
て
い
て
里
山
の
雰
囲
気

で
あ
る
、
職
場
の
釣
り
好
き
に
聞
く

と

「
山
奥
に
行
く
と
イ
ワ
ナ
が
ご
そ

ご
そ
と
い
ま
す
」
と
聞
き
、
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
と
い
っ
た
が
機
会
が
な

か
っ
た
。
地
域
の
活
性
化
に
蕎
麦
の

栽
培
を
始
め
て
い
る
、
地
域
の
案
内

と
そ
ば
打
ち
体
験
に
参
加
し
た
。
浦

島
地
区
振
興
会
、
四
つ
ほ
ど
の
漁
港

が
一
緒
に
な
り
が
地
域
活
性
化
の
推

進
を
目
的
に
主
催
し
た
漁
業
体
験
に

参
加
し
た
、
船
外
機
の
つ
い
た
漁
船

に
乗
り
牡
蠣
の
養
殖
場
に
行
き
牡
蠣

の
開
き
方
や
昆
布
を
引
き
上
げ
て
見

せ
て
い
た
だ
い
た
き
説
明
を
受
け
た
。

最
後
は
魚
港
で
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

お
腹
は
満
た
さ
れ
た
が
。
い
ず
れ
の

団
体
も
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
登
録

さ
れ
参
加
し
た
内
容
等
を
一
般
の
人

む
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
帰
路
、
福
島
県
堺
の
温
泉

に
一
泊
し
た
、
翌
日
は
時
間
も
あ
る

こ
と
な
の
で
国
道
６
号
線
走
っ
た
、

請
戸
と
い
う
地
名
出
て
き
て
富
岡
町

ま
で
は
海
側
内
陸
側
へ
行
く
道
に
は

す
べ
て
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、
ガ
ー

ド
マ
ン
が
立
っ
て
い
る
、
一
般
の
人
は

自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
す
ぐ
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
、
い
つ
ま
で
な
の
か
、
ど
れ
だ
け
の

国
費
が
投
入
さ
れ
る
の
か
、
原
因
者

は
東
電
で
あ
る
が
ど
こ
ま
で
責
任
を

取
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
原
発
の
稼

働
に
向
け
た
安
全
対
策
等
の
準
備
費

用
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

に
向
け
た
な
ら
ば
、
寄
り
道
も
出
来

ず
に
た
だ
た
だ
ま
っ
す
ぐ
に
走
り
な

が
ら
考
え
た
。

　

こ
ち
ら
に
い
る
と
震
災
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
行
っ

て
み
る
と
復
興
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
、

月
日
は
進
ん
で
い
く
が
、
復
興
を
進

め
る
の
は
人
で
あ
り
、
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
人
を
考
え
る
と
、
も
う

５
年
過
ぎ
た
と
思
う
。
里
山
の
会
員

に
な
り
小
さ
な
生
き
物
に
接
し
、
環

境
の
保
全
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
い
る
が
、
以
前
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
大
き
な
視
野
で
考
え
、

A
C
T 

L
O
C
A
L
L
Y
の
言
葉

を
心
し
て
お
き
た
い
。
（
飯
田
雅
俊
）
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復
興
の
お
手
伝
い
か
ら
帰
っ
て
き
て

９
か
月
が
過
ぎ
、
こ
ち
ら
は
暖
か
い

毎
日
で
は
あ
る
が
気
仙
沼
は
・
・
・

と
想
い
を
馳
せ
て
い
た
。
１
２
月
で
退

職
す
る
知
人
の
送
別
会
に
あ
わ
せ
行

く
こ
と
に
し
た
。
お
土
産
も
あ
り
、

ま
た
訪
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
車
で

行
く
こ
と
と
し
た
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
に

履
き
替
え
た
軽
自
動
車
。
気
仙
沼

に
着
き
国
道
４
５
号
線
、
内
湾
を
走

る
と
災
害
公
営
住
宅
、
防
災
集
団

移
転
地
の
造
成
工
事
、
橋
の
工
事
、

道
路
の
切
り
替
え
な
ど
が
あ
り
街
の

造
成
が
進
ん
で
い
る
、
震
災
が
あ
っ

た
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
交
通
量
は

変
わ
ら
ず
に
多
い
が
以
前
の
よ
う
に

ガ
レ
キ
・
土
砂
運
搬
の
ダ
ン
プ
ば
か

り
で
は
な
く
種
々
の
工
事
車
両
が

走
っ
て
い
る
。

　

気
仙
沼
市
の
今
年
度
予
算
が
１
千

３
７
０
億
円
、
震
災
前
の
財
政
規
模

は
４
７
０
億
円
、
２
５
年
度
１
千
８
０

０
億
円
規
模
で
あ
っ
た
か
ら
小
さ
く

な
っ
た
と
は
い
え
震
災
前
の
３
倍
で
あ

る
、
復
興
事
業
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

（
牛
久
は
２
７
年
度
予
算
４
２
０
億
円

人
口
８
万
人
）
人
口
は
震
災
前
７
４

千
人
か
ら
６
７
千
人
と
減
少
し
続
け

て
い
る
。
「こ
れ
か
ら
は
自
治
体
の
負

担
も
求
め
る
」
と
国
は
言
っ
て
い
る

か
ら
厳
し
い
復
興
が
続
く
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　

職
場
に
伺
っ
た
ら
知
っ
て
い
る
人
が

少
な
い
、
前
回
に
書
い
た
が
こ
の
職

場
は
派
遣
職
員
が
6
0
％
以
上
で
あ

り
、
派
遣
は
１
年
で
交
代
と
な
る
。

短
い
期
間
で
は
３
ヶ
月
の
自
治
体
も

あ
る
、
引
継
ぎ
が
大
変
と
思
い
き
や

同
じ
自
治
体
の
人
で
引
き
継
ぐ
か
ら

仕
事
は
流
れ
て
い
る
、
分
か
ら
な
い

と
き
は
職
場
の
人
に
聞
く
の
で
は
な

く
前
に
い
た
自
分
の
自
治
体
の
職
員

に
聞
く
。
派
遣
を
止
め
る
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
。
気
仙
沼
市
が
独

自
に
任
期
付
き
職
員
の
採
用
を
始
め

て
い
る
。
ま
た
東
京
都
や
神
奈
川
県

等
の
よ
う
に
自
ら
の
職
員
を
派
遣
す

る
の
で
は
な
く
経
験
者
を
任
期
付
き

職
員
と
し
て
採
用
し
て
最
長
５
年
ま

で
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
、
同
僚
で

あ
っ
た
人
が
４
月
か
ら
は
神
奈
川
県

か
ら
の
派
遣
と
な
る
と
聞
い
た
。
市

の
職
員
も
移
動
が
あ
り
知
っ
て
い
た
人

は
数
人
で
あ
っ
た
。

　

防
波
堤
工
事
、
新
設
道
路
工
事
、

宅
地
造
成
等
々
が
行
わ
れ
て
い
る
、

地
方
紙
に
河
口
に
砂
地
が
で
き
生
物

が
生
息
し
始
め
て
い
る
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
堤
防
の
高
さ
に
よ

る
景
観
等
で
も
話
題
が
あ
っ
た
、
気

仙
沼
市
の
方
針
が

「
海
と
生
き
る
」
、

堤
防
に
よ
っ
て
海
と
断
絶
さ
れ
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
過
去
の
津
波

を
考
慮
し
て
高
さ
に
つ
い
て
議
論
が

あ
り
、
事
業
者
か
ら
だ
れ
が
責
任
に

と
る
の
か
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
規
模
に
も
よ
る
が
開
発
事

業
に
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
が
事
前
に
行
わ
れ

る
。
復
興
事
業
を
早
く
進
め
る
こ

と
、
始
ま
っ
た
こ
と
は
止
め
ら
れ
な

い
で
は
な
く
、
法
律
に
則
り
、
住
民

の
合
意
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
信
じ
た
い
。

　

単
身
赴
任
し
た
方
な
ら
お
分
か
り

だ
ろ
う
が
休
日
を
ど
う
過
ご
す
か
が

課
題
で
あ
っ
た
、
せ
っ
か
く
来
た
の
だ

か
ら
と
休
日
は
出
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
た
。
海
祭
り
に
１
人
で
出
か
け

花
火
を
見
て
い
た
、
知
ら
な
い
土
地

で
１
人
で
見
る
花
火
は
寂
し
か
っ
た
、

浅
草
の
夜
の
賑
わ
い
ま
ぎ
れ
入
り
と

言
う
句
が
あ
っ
た
が
。
冬
の
曇
天
の

中
、
猊
鼻
渓
に
出
か
け
た
、
船
に
乗
っ

て
見
学
と
あ
り
迷
っ
た
が
乗
る
こ
と

に
し
た
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
団
体
、
家

族
、
そ
し
て
不
釣
り
合
い
で
あ
や
し

い
二
人
等
、
い
ぶ
か
し
げ
な
眼
で
見

ら
れ
る
私
、
船
は
炬
燵
に
な
っ
て
お

り
、
私
の
両
隣
に
は
空
間
が
、
何

や
ら
T
V
の
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
の
雰

囲
気
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
れ
の
間
で
は

ひ
そ
ひ
そ
話
あ
る
い
は
賑
や
か
に
会

話
交
わ
さ
れ
て
い
る
、
船
頭
が
説
明

を
し
な
が
ら
長
竿
で
船
を
進
め
て
い

き
、
断
崖
に
岩
の
突
き
出
た
と
こ
ろ

に
き
て
こ
の
岩
が
獅
子
の
鼻
に
見
え

る
事
か
ら
猊
鼻
渓
と
い
う
と
説
明
、

単
な
る
突
き
出
た
岩
で
あ
り
、
獅
子

の
鼻
が
ど
う
い
う
も
の
か
も
知
ら
な

い
、
観
光
地
で
は
こ
の
類
が
多
い
。

炬
燵
は
暖
か
で
あ
っ
た
が
心
が
冷
え

切
っ
て
い
た
。
深
山
幽
谷
と
は
言
え

な
く
と
も
静
か
で
綺
麗
な
渓
谷
で

あ
っ
た
。

　
　

こ
の
よ
う
な
休
日
を
過
ご
し
て
い

た
の
で
新
年
度
に
な
っ
た
と
き
、
休

日
を
ど
う
過
ご
す
か
と
考
え
、
今

ま
で
親
子
農
業
体
験
を
行
っ
て
い
た
の

で
職
場
の
２
人
の
お
母
さ
ん
に
相
談

し
た
ら
や
り
ま
し
ょ
う
と
な
っ
た
。

畑
は
震
災
以
降
や
っ
て
い
な
い
が
使
っ

て
い
い
よ
と
言
わ
れ
て
唐
桑
で
行
う
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
で
有
意
義
な
休
日

が
過
ご
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
里
芋

は
あ
ま
り
食
べ
な
い
と
言
わ
れ
ジ
ャ
ガ

イ
モ
だ
け
と
し
た
。
海
の
見
え
る
高

台
の
畑
、
唐
桑
半
島
は
太
平
洋
に

面
し
て
い
て
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
、

平
地
が
少
な
く
家
庭
菜
園
程
度
の
畑

が
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
る
、
耕

運
機
も
流
さ
れ
て
震
災
以
来
耕
し

て
い
な
い
と
い
う
の
で
心
配
で
あ
っ
た

が
隣
で
畑
を
や
っ
て
い
た
の
で
安
心

し
た
。
マ
ン
ノ
ウ
で
耕
し
始
め
２
日

ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
耕
運
機
が
届
い
て
い

た
。
購
入
し
て
く
れ
た
。
収
穫
祭

に
は
近
在
の
職
場
の
人
も
参
加
し
て

行
っ
た
。
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　　　

昭
和
８
年
の
地
震
の
時
は
５
歳
だ
っ

た
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
に
当
時
と
今

回
の
震
災
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
来

た
。
そ
の
昭
和
８
年
の
震
災
の
碑
が

こ
の
浜
に
も
あ
り
、
沿
岸
を
走
っ
て

い
る
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

　

派
遣
に
来
て
い
る
人
た
ち
に
気
仙

沼
を
知
っ
て
い
た
だ
く
企
画
を
市
で

行
っ
て
い
た
２
か
月
に
一
度
程
度
で
。

２
度
ほ
ど
参
加
し
た
。
八
瀬
森
の
学

校
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
地
域

づ
く
り
行
っ
て
い
る
団
体
で
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
を
中
心
に
県
内
の
児

童
に
宿
泊
学
習
を
し
た
り
し
て
い
る
、

八
瀬
地
区
は
内
陸
に
あ
る
農
村
地
域

で
川
が
流
れ
て
い
て
里
山
の
雰
囲
気

で
あ
る
、
職
場
の
釣
り
好
き
に
聞
く

と

「
山
奥
に
行
く
と
イ
ワ
ナ
が
ご
そ

ご
そ
と
い
ま
す
」
と
聞
き
、
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
と
い
っ
た
が
機
会
が
な

か
っ
た
。
地
域
の
活
性
化
に
蕎
麦
の

栽
培
を
始
め
て
い
る
、
地
域
の
案
内

と
そ
ば
打
ち
体
験
に
参
加
し
た
。
浦

島
地
区
振
興
会
、
四
つ
ほ
ど
の
漁
港

が
一
緒
に
な
り
が
地
域
活
性
化
の
推

進
を
目
的
に
主
催
し
た
漁
業
体
験
に

参
加
し
た
、
船
外
機
の
つ
い
た
漁
船

に
乗
り
牡
蠣
の
養
殖
場
に
行
き
牡
蠣

の
開
き
方
や
昆
布
を
引
き
上
げ
て
見

せ
て
い
た
だ
い
た
き
説
明
を
受
け
た
。

最
後
は
魚
港
で
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

お
腹
は
満
た
さ
れ
た
が
。
い
ず
れ
の

団
体
も
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
登
録

さ
れ
参
加
し
た
内
容
等
を
一
般
の
人

む
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
帰
路
、
福
島
県
堺
の
温
泉

に
一
泊
し
た
、
翌
日
は
時
間
も
あ
る

こ
と
な
の
で
国
道
６
号
線
走
っ
た
、

請
戸
と
い
う
地
名
出
て
き
て
富
岡
町

ま
で
は
海
側
内
陸
側
へ
行
く
道
に
は

す
べ
て
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、
ガ
ー

ド
マ
ン
が
立
っ
て
い
る
、
一
般
の
人
は

自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
す
ぐ
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
、
い
つ
ま
で
な
の
か
、
ど
れ
だ
け
の

国
費
が
投
入
さ
れ
る
の
か
、
原
因
者

は
東
電
で
あ
る
が
ど
こ
ま
で
責
任
を

取
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
原
発
の
稼

働
に
向
け
た
安
全
対
策
等
の
準
備
費

用
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

に
向
け
た
な
ら
ば
、
寄
り
道
も
出
来

ず
に
た
だ
た
だ
ま
っ
す
ぐ
に
走
り
な

が
ら
考
え
た
。

　

こ
ち
ら
に
い
る
と
震
災
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
行
っ

て
み
る
と
復
興
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
、

月
日
は
進
ん
で
い
く
が
、
復
興
を
進

め
る
の
は
人
で
あ
り
、
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
人
を
考
え
る
と
、
も
う

５
年
過
ぎ
た
と
思
う
。
里
山
の
会
員

に
な
り
小
さ
な
生
き
物
に
接
し
、
環

境
の
保
全
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
い
る
が
、
以
前
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
大
き
な
視
野
で
考
え
、

A
C
T 

L
O
C
A
L
L
Y
の
言
葉

を
心
し
て
お
き
た
い
。
（
飯
田
雅
俊
）


